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[Pagrus major]

写真 1：チダイ
【出典：ユジダル　WEB 魚図鑑
https://zukan.com/fish/leaf28920】

写真 2：マダイの歯
【出典：横浜丸魚株式会社
https://www.yokohama-
maruuo.co.jp/food/ 中で②は、
ていの事。/20161114.html】

本
誌
「
ア
コ
ウ
（
キ
ジ
ハ
タ
）
号
」
で
も
紹
介
し
ま
し

た
よ
う
に
、
魚
類
の
中
に
は
ベ
ラ
類
や
ク
マ
ノ
ミ
類
な
ど

5
0
0
種
類
以
上
の
魚
種
が
性
転
換
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
周
辺
に
生
息
す
る
13
種
の
タ
イ
科
の

魚
た
ち
も
そ
の
仲
間
で
す
。
マ
ダ
イ
は
1
歳
の
頃
は
す
べ

て
の
個
体
が
卵
巣
組
織
を
持
つ
雌
で
す
が
、
2
歳
頃
に
は

約
半
数
の
個
体
で
卵
巣
の
腹
側
に
精
巣
組
織
が
で
き
両
性

生
殖
腺
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
成
熟
前
の
幼
魚
期

に
お
け
る
一
時
的
な
雌
雄
同
体
で
、
3
歳
に
な
る
と
2
歳

で
精
巣
組
織
が
で
き
た
個
体
が
そ
の
ま
ま
雄
と
な
り
、
雌

雄
の
性
比
が
1
対
1
と
な
っ
て
3
～
4
歳
に
は
成
熟
し
繁

殖
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
雌
か
ら
雄
に
性
転
換
す
る
の
は
マ
ダ
イ
、

チ
ダ
イ
、
キ
ダ
イ
、
ヒ
レ
コ
ダ
イ
な
ど
7
種
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
ヒ
レ
コ
ダ
イ
の
性
転
換
に
は
大
き
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ヒ
レ
コ
ダ
イ
は
1
尾
の
雄
と
複
数
の
雌
が
群
れ

で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
群
れ
を
率
い
る
雄
が
い
な
く
な

る
と
、
最
も
大
き
な
雌
が
性
転
換
し
て
雄
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
タ
イ
科
の
魚
の
中
で
も
体
色
の
黒
い
ク
ロ
ダ
イ
、

キ
チ
ヌ
、
ヘ
ダ
イ
な
ど
6
種
は
、
マ
ダ
イ
な
ど
と
は
逆
に

雄
か
ら
雌
に
性
転
換
し
ま
す
。
性
転
換
の
方
向
や
タ
イ
ミ

ン
グ
が
魚
種
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ

れ
ぞ
れ
の
魚
の
産
卵
生

態
や
生
活
環
境
の
な
か

で
、
よ
り
多
く
の
卵
を

産
み
、
少
し
で
も
多
く

の
子
孫
を
残
し
て
い
く

た
め
の
戦
略
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
科
魚
類
の
性
転
換

マ
ダ
イ
と
人
の
歴
史

日
本
各
地
の
縄
文
遺
跡
か
ら
ス
ズ
キ
や
カ
レ
イ
な
ど
と

と
も
に
、
多
く
の
マ
ダ
イ
の
骨
が
出
土
し
て
い
て
、
太
古

の
時
代
か
ら
日
本
人
は
マ
ダ
イ
を
好
ん
で
食
べ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
青
森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
骨
に
は
、
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
魚
の
形
の
ま
ま
の

も
の
も
あ
り
、「
三
枚
お
ろ
し
」
に
し
て
調
理
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ダ
イ
は
現
代
で
も
祝
い
事
や
神
事
で
使
わ
れ
る
め
で

た
い
魚
で
す
が
、
奈
良
時
代
の
古
事
記
、
万
葉
集
、
日
本

書
紀
に
は
、
す
で
に
鯛
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
ほ
か
、
平

安
時
代
に
は
朝
廷
の
御
料
に
使
わ
れ
て
い
て
、
鯛
は
古
来

よ
り
特
別
な
魚
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
鎌
倉
時
代
に

な
る
と
貴
族
社
会
か
ら
武
家
社
会
に
移
り
、
戦
い
に
勝
つ

た
め
の
縁
起
が
よ
り
重
要
に
な
り
武
士
に
と
っ
て
鯛
は
さ

ら
に
大
切
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
徳
川
将
軍
家
や
大
名
屋
敷
で
も
盛

ん
に
鯛
が
食
べ
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら
将
軍
家
な
ど
に
鯛

が
献
上
さ
れ
ま
し
た
。
魚
島
（
現
愛
媛
県
上
島
町
）
周
辺

や
来
島
海
峡
（
今
治
市
）
は
マ
ダ
イ
の
好
漁
場
で
、
特
に

魚
島
近
海
で
獲
れ
る
鯛
は
「
魚
島
鯛
」
と
呼
ば
れ
、
今
治

藩
が
鯛
奉
行
を
島
に
派
遣
し
て
監
視
す
る
ほ
ど
貴
重
な
も

の
で
し
た
。
水
揚
げ
さ
れ
た
鯛
は
、
干
し
鯛
や
塩
辛
、
か

ら
す
み
に
加
工
さ
れ
、
幕
府
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
船
に
活
魚
槽
を
設
け
た
「
活
船
」
の
登
場
に
よ

り
活
き
た
鯛
を
畜
養
し
た
り
輸
送
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
新
鮮
な
鯛
が
江
戸
に
集
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
贅
沢
に
あ
こ
が
れ
た
庶
民

も
、
祝
い
の
席
で
鯛
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

習
慣
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

マ
ダ
イ
（
真
鯛
）
は
、ス
ズ
キ
目
タ
イ
科
マ
ダ
イ
属
の
海
産
魚
で
、

学
名
は Pagrus m

ajor 

で
す
。
標
準
和
名
の
マ
ダ
イ
の
由
来
は
、

体
形
の
「
平
た
い
」
か
ら
タ
イ
、
ま
た
タ
イ
の
中
の
タ
イ
と
い
う

意
味
で
マ
ダ
イ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
の
ほ
か
、

「
め
で
た
い
」
か
ら
転
じ
た
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
英
名
はRed seabream

で
、
赤
い
タ
イ
と
い
う
表
現
に
な
っ

て
い
ま
す
。

マ
ダ
イ
は
北
海
道
か
ら
九
州
、
沖
縄
の
日
本
沿
岸
（
奄
美
、
沖
縄
で

は
少
な
い
）、
朝
鮮
半
島
沿
岸
、
東
シ
ナ
海
、
渤
海
、
黄
海
に
分
布

し
、
水
深
約
30
～
２
０
０
ｍ
の
岩
礁
域
、
砂
れ
き
底
、
砂
底
に

生
息
し
て
い
ま
す
。一
方
、南
半
球
に
は
近
縁
種
の
ゴ
ウ
シ
ュ

ウ
マ
ダ
イ Pagrus auratus 

が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
形

態
だ
け
で
は
区
別
す
る
の
が
難
し
い
ほ
ど
マ
ダ
イ

に
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
両
種
を
別
々
の
種
で

は
な
く
亜
種
あ
る
い
は
同
種
と
す
る
研
究
者

も
い
ま
す
。

マ
ダ
イ
の
産
卵
期
は
早
春
か
ら
夏
で
温
か

い
海
域
ほ
ど
早
く
、
瀬
戸
内
海
東
部
で

は
４
～
５
月
、
中
央
部
で
５
～
６
月
が

盛
期
で
す
。
産
卵
場
所
は
沿
岸
の
浅

海
域
、
多
回
産
卵
で
産
卵
期
間
中
に

頭部
頭は大きく顎は強靭で、上下の顎前部に
は2、3対の鋭い犬歯があり、その両側
には2列のしっかりとした臼歯がありま
す。この臼歯の有無により、臼歯がない
キダイと区別できます。

体表
体形は楕円形で強く側扁し、体高の高い典型的なタ体形は楕円形で強く側扁し、体高の高い典型的なタ
イ形です。体色は鮮赤色で、腹部は淡紅色、体側にイ形です。体色は鮮赤色で、腹部は淡紅色、体側に
小さい青緑色点が不規則に数列散在しています。小さい青緑色点が不規則に数列散在しています。

鰭（ひれ）
背鰭は1基で12棘10軟条、臀鰭は3棘8軟条で、棘はいずれも硬く鋭くなっ背鰭は1基で12棘10軟条、臀鰭は3棘8軟条で、棘はいずれも硬く鋭くなっ
ています。尾鰭は大きく二叉し後縁には黒い縁取りがありますが、近縁種のています。尾鰭は大きく二叉し後縁には黒い縁取りがありますが、近縁種の
チダイやキダイにはなく、これで両種を区別することが可能です。チダイやキダイにはなく、これで両種を区別することが可能です。

５
～
10
回
産
卵
し
、

１
回
の
産
卵
数
は

15
万
～
25
万
粒
で

す
。受
精
卵
は
約
１
・

２
㎜
の
分
離
浮
遊
卵

で
、
２
日
程
度
で
ふ

化
し
、
仔
魚
は
浮

遊
生
活
を
送
り
な

が
ら
動
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
食
べ
て
成
長

し
、
ふ
化
後
1
か

月
で
全
長
10
㎜
に

な
っ
て
沿
岸
の
浅
場

や
藻
場
で
底
生
生

活
に
移
行
し
ま
す
。

稚
魚
期
は
カ
イ
ア
シ

類
や
ヨ
コ
エ
ビ
類
な

ど
の
小
型
甲
殻
類
を

食
べ
て
成
長
し
、
そ
れ

と
と
も
に
徐
々
に
深
み

に
移
動
し
ま
す
。
成
魚

に
な
る
と
ゴ
カ
イ
類
、
エ

ビ
・
カ
ニ
類
、
小
型
ハ
ゼ
類

な
ど
を
食
べ
ま
す
。
１
歳
で

体
長
10
㎝
前
後
、
２
歳
で
15
～

20
㎝
、
３
歳
で
20
～
30
㎝
、
10

歳
で
50
～
60
㎝
に
成
長
し
、
成

熟
は
３
歳
か
ら
で
寿
命
は
15
～
20

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

写真 3：ヒレコダイ
【出典：ym　WEB 魚図鑑
https://zukan.com/fish/leaf152908】



いっしょうさんたん

を
保
っ
て
い
ま
す
。
10
位
ま
で
に
九
州
が
６

市
、
四
国
は
２
市
が
入
り
、
西
日
本
で
好
ま

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
サ
ケ
は
札
幌
市
、
秋
田
市
、
青
森

市
な
ど
北
海
道
、
東
北
の
４
市
が
５
位
ま
で

に
入
っ
て
お
り
、
北
の
魚
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り

で
す
が
、
関
東
の
相
模
原
市
、
前
橋
市
な
ど

の
４
市
も
10
位
ま
で
に
名
を
連
ね
て
お
り
、

サ
ケ
は
関
東
で
も
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
鯛
」
の
漢
字
が
初
め
て
使
わ
れ
た
記
録

は
奈
良
時
代
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
に
あ
り
、

７
０
０
年
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
宮
廷
の
下

級
官
吏
で
あ
っ
た
長
意
吉
麻
呂
（
な
が
の
お

き
ま
ろ
）
が
「
醤
酢
尓　

蒜
都
伎
合
而　

鯛

願　

吾
尓
勿
所
見　

水
ク
乃
煮
物
『
醤
（
ひ

し
ほ
）
と
酢
に
蒜
（
ノ
ビ
ル
）
の
球
根
を
す

り
お
ろ
し
て
鯛
を
食
べ
た
い
と
願
っ
て
い
る

の
に
、
美
味
し
く
も
な
い
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
お

汁
を
私
に
見
せ
る
な
。』」
と
宴
会
の
席
で
詠

ん
だ
歌
に「
鯛
」の
漢
字
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
麻
呂
の
生
没
年
は
不
詳
で
す
が
、
７
０
１

年
に
持
統
上
皇
の
紀
伊
国
へ
の
行
幸
に
随
行
し

た
時
に
詠
ん
だ
歌
が
万
葉
集
に
あ
り
ま
す
。

同
時
代
の「
日
本
書
紀（
７
２
０
年
完
成
）」

の
「
神
代
巻
」
に
は
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦
の

失
く
し
た
釣
針
が
タ
イ
の
口
に
刺
さ
っ
て
い

た
と
い
う
神
話
が
あ
り
、タ
イ
は
「
赤
女
（
ア

カ
メ
）」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

城
京
跡
か
ら
出
土
し
た
貢
物
の
荷
札
の
木
簡

に
は
「
多
比
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
ミ
ズ
ア
オ
イ
は
ミ
ズ

ア
オ
イ
科
の
コ
ナ
ギ（
小

水
葱
）
で
江
戸
時
代
ま

で
は
食
用
に
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
美
味
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

は
「
鯛
中
鯛
」
で
「
め
で
た
い
鯛
の
中
に

さ
ら
に
め
で
た
い
形
の
鯛
」
と
さ
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
肌
身
に
つ
け
る
と
魔
除
け
、

財
布
に
入
れ
る
と
金
運
が
良
く
な
る
縁
起

物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鯛
中
鯛
は
タ
イ
の
左
右
の
胸
鰭
の
付
け

根
に
あ
り
、
取
り
出
す
に
は
煮
魚
に
し
ま

す
。
煮
過
ぎ
に
は
注
意
。
煮
る
と
鯛
の
身
が

ほ
ぐ
し
や
す
く
な
る
の
で
、
箸
で
少
し
ず
つ

慎
重
に
身
を
ほ
ぐ
し
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

鯛
中
鯛
は
薄
く
、
頭
に
見
え
る
肩
甲
骨

と
尾
っ
ぽ
に
見
え
る
烏
口
骨
の
２
つ
の
骨

が
つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
肩
甲
骨
に
胸
鰭

を
動
か
す
神
経
が
通
る
穴
が
あ
り
鯛
の
目

に
見
え
ま
す
。

鯛
中
鯛
が
見
え
た
ら
、
２
つ
の
骨
は
離
れ

や
す
い
の
で
直
接
指
で
注
意
し
な
が
ら
扱
い

ま
す
。
鯛
中
鯛
を
他
の
骨
か
ら
外
す
時
は
、

頭
と
尾
の
部
分
が
離
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
う
ま
く
取
り
出
せ
て
も
、

残
っ
た
身
や
脂
を
歯
ブ
ラ
シ
で
洗
い
落
と
す

際
に
骨
が
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で

優
し
く
洗
い
、
乾
燥
さ
せ
れ
ば
鯛
中
鯛
の
取

り
出
し
に
成
功
で
す
。
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
ト
ッ

プ
コ
ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
補
強
さ

れ
変
色
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鯛
中
鯛

の
目
に
飾
り
紐
を
通
し
て
お
財
布
に
忍
ば
せ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

マ
ダ
イ
養
殖
の
研
究
は
、
１
８
９
８
（
明

治
31
）
年
に
農
商
務
省
の
水
産
調
査
技
手
で

あ
っ
た
北
原
多
作
氏
に
よ
っ
て
緒
に
つ
い
た

と
さ
れ
、
人
工
的
に
稚
魚
の
生
産
に
初
め
て

成
功
し
た
の
は
60
年
後
の
こ
と
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ
る
民
間
の
観
音

崎
水
産
生
物
研
究
所
（
現
観
音
崎
自
然
博
物

館
）
が
、
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
約
15

万
粒
の
卵
か
ら
体
長
２
㎝
の
稚
魚
22
尾
を
生

産
し
た
の
が
初
め
て
で
、
当
時
、
人
工
種
苗

生
産
の
成
功
は
偉
業
で
、
13
㎝
に
ま
で
育
て

た
６
尾
の
マ
ダ
イ
に
標
識
を
付
け
て
知
事
や

市
長
が
列
席
す
る
な
か
、
東
京
湾
に
放
流
し

た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
13
㎝
の
稚
魚
１

尾
の
生
産
に
要
し
た
コ
ス
ト
は
２
５
０
万
円

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
生
産
技
術
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、

２
０
２
３
年
９
月
か
ら
翌
年
８
月
ま
で
の
１
年

間
に
民
間
13
社
、
公
的
事
業
所
４
機
関
で
養
殖

用
種
苗
を
３
８
３
９
万
尾
生
産
し
て
お
り
、
取

引
価
格
の
相
場
は
９
㎝
前
後
で
１
０
０
円
／
尾

と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ダ
イ
の
主
要
な
産
地
で
あ
る
瀬
戸
内
海

マ
ダ
イ
は
食
卓
で
も
馴
染
み
の
魚
で
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
消
費
に
差
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
総
務
省
の「
家
計
調
査
」は
、

都
道
府
県
の
庁
所
在
市
と
政
令
指
定
都
市
の

52
都
市
を
対
象
に
、
一
世
帯
当
た
り
の
生
活

用
品
の
品
目
別
の
年
間
購
入
量
を
調
査
公
表

（
２
０
２
２
～
２
０
２
４
年
平
均
）し
て
お
り
、

タ
イ
と
サ
ケ
を
比
べ
て
み
ま
し
た
。

全
国
の
ど
の
地
域
で
マ
ダ
イ
が
多
く
購
入

さ
れ
て
い
る
の
か
、
上
位
の
都
市
を
み
る
と
、

１
位
か
ら
３
位
ま
で
、佐
賀
市
、熊
本
市
（
養

殖
生
産
２
位
）、
長
崎
市
（
同
５
位
）
の
九
州

勢
が
占
め
て
お
り
、
４
位
に
松
山
市
が
ラ
ン

ク
イ
ン
、
年
間
購
入
量
は
８
９
４
ｇ
で
全
国

平
均
の
約
２
倍
、
養
殖
生
産
日
本
一
の
面
目

沿
岸
で
は
４
～
６
月
に
産
卵
期
を
迎
え
ま

す
。
繁
殖
期
特
有
の
婚
姻
色
で
体
色
は
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
色
に
な
り
、
産
卵
に
そ
な
え
て

栄
養
も
蓄
え
て
い
て
、
姿
形
も
味
も
よ
い
旬

の
マ
ダ
イ
は
、
桜
が
咲
く
季
節
と
重
な
る
こ

と
か
ら
「
桜
鯛
」
と
呼
ば
れ
、
俳
句
の
春
の

季
語
に
も
な
っ
て
お
り
、
春
の
マ
ダ
イ
の
呼

び
名
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
サ
ク
ラ
ダ
イ
」
に
は
本
家
が
お

り
、
正
真
正
銘
「
サ
ク
ラ
ダ
イ
」
を
和
名
に

持
つ
魚
が
い
ま
す
。
ハ
タ
科
の
魚
で
、
あ
ま

り
流
通
し
て
い
な
い
の
で
目
に
す
る
機
会
の

少
な
い
魚
で
す
。
体
表
に
真
珠
の
よ
う
な
光

沢
の
あ
る
桜
の

花
び
ら
を
散
ら

し
た
美
し
い
模

様
が
あ
る
こ
と

か
ら
「
サ
ク
ラ

ダ
イ
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

タ
イ
に
は
特
異
な
形
の
骨
が
あ
り
、
龍

の
頭
を
想
わ
せ
る
「
大
龍
」
と
「
小
龍
」、

馬
の
頭
と
た
て
が
み
の
よ
う
な
「
竹
馬
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
代
表
的
な
骨

初
め
て
の「
鯛
」の
文
字

初
め
て
の
マ
ダ
イ
人
工
種
苗

桜
鯛
と
サ
ク
ラ
ダ
イ

九
州
、四
国
は
タ
イ
が
好
き

挑
戦
、「
鯛
中
鯛

   

（
た
い
の
た
い
）」を
取
り
出
す

コナギ（小水葱）
ホテイアオイに似た田の雑草

「鯛中鯛」は左右の胸鰭の
付け根にある

角を持つ龍の頭に似た「小龍」
尾骨の下部にある

「鯛中鯛」は肩甲骨と烏口骨の
つながった骨

身を取り除き見えてきた
「鯛中鯛」
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サクラダイ
【出典：ユジダル　WEB 魚図鑑

https://zukan.com/media/leaf/original/009960】

（単位：ｇ）

区分 タイ サケ
全国順位 都市名 購入量 都市名 購入量

1 佐賀市 1,165 札幌市 3,375 
2 熊本市 988 新潟市 3,294 
3 長崎市 950 秋田市 3,017 
4 松山市 894 青森市 2,961 
5 北九州市 888 盛岡市 2,630 
6 山口市 876 相模原市 2,576 
7 高松市 875 前橋市 2,548 
8 神戸市 809 水戸市 2,527 
9 鹿児島市 805 長野市 2,511 
10 福岡市 804 さいたま市 2,400 
－ 全国平均 432 全国平均 2,135 

タイ・サケの年間購入量

総務省 家計調査より作成

つなぎ目


